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   国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊ 大型望遠鏡室新聞（JNLT 中桐新聞）のデジタルアーカイブ 

ハワイに建設された世界最高性能を誇る日本の「すばる」望遠鏡は 1991 年から 9年の歳

月をかけて建設された。その非常に面白い佳境期であった建設初期期間の 1991 年 4 月 15

日～1993 年 11 月 22 日の 2 年半にわたって、大型望遠鏡室新聞というものが発行されてい

た。その新聞をデジタル化し、アーカイブした。基本的には表面が記事、裏面がスケジュ

ール表になっている。今になってみると非常に貴重な記録である。その主筆であり編集者

であったのが筆者、中桐であった。誰もがこの新聞を中桐新聞と呼んでいた。この新聞の

価値の如何なるかは、歴史の判断に委ねるが、今眺めてみると、読み返してみると写真、

図などもいろいろ入れられており、殆どが定例準備室連絡会報告と主筆の記事ではあるが、

時の管理部長のエッセイ、若手研究者の声なども紹介している。この新聞が 2 年半分しか

ないことが今になっては非常に残念である。中桐がハワイに赴任し、山頂に頻繁に通うよ

うになってからは「山頂見聞録」が出されていて、これも「すばる」望遠鏡の建設記録に

なっている。例として 1992 年 7 月 6 日の 75 号を載せてみる。これは翌日にハワイで起工

式が予定された日であり、起工式に寄せられた寄せ書きを掲載したものである。 

  

 翌日の 7 月 7 日は、三鷹でも祝賀パーティが中庭で盛大に行われ、七夕であったから大

きな七夕飾りも作られ、後号では、短冊の文面も 4号にわたって紹介されている。 



この新聞で、工事の進捗状況が工事点描として写真付きで報じられもした。また、この

期間にハワイ大学にいた渡部潤一氏のエッセイが 4 回にわたって掲載されていることから

も、幅広い取材も行われていた事がわかる。下は、1991 年 7 月 15 日第 14 号である。「す

ばる」の製造請負契約の入札の頃である。 

 



下は、1992 年 11 月 12 日第 97 号に掲載された渡部潤一のエッセイ（その 1）である。 

 

 

 

 と、こんな記事もある。この頃は、パソコンもあまり発達しておらず、殆どはワープロ

ソフトの「一太郎」で書き、写真、図などは糊で貼り付けてコピーを取り、配布していた。  

次号をお楽しみに！ 


